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ひ
つ
じ

今
年
は
、
十
二
支
で
は
未
（
羊
）
年
に
あ
た
り

ま
す
。
学
校
や
職
場
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
未
年

生
ま
れ
の
年
男
・
年
女
の
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て

い
た
だ
き
、
一
年
の
抱
負
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 今
年
は
、
私
の
年
。

新年のごあいさつ

対
話
を
基
本
に
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

高萩市長

岩倉幹良

市
民
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
す
が
す
が
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
三
月
二
日
に
市
長
に
就
任
し
て
初
め

て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
大
変
忙
し
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
一
○
か
月
は
、
駆
け

足
で
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
改
め

て
時
の
は
や
さ
を
実
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
社
会
経
済
の
状
況
は
、
厳
し
い
と
い

う
よ
り
も
ど
ん
底
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
る
と
言

っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
地
方

自
治
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お

り
、
我
が
高
萩
市
も
例
に
も
れ
ず
、
先
行
き
不

透
明
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
．

し
か
し
、
こ
こ
で
英
気
を
失
っ
て
い
た
の
で

は
、
晴
れ
た
日
は
迎
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
市
民
の

､ー’

み
な
さ
ん
と
手
を
携
え
て
あ
ら
ゆ
る
危
機
を
一

つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
行

政
を
預
か
る
者
の
使
命
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
高
萩
市
に
は
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
合
併
、
財
政
ひ
っ
迫

へ
の
対
応
、
行
政
改
革
の
推
進
、
医
療
施
設
の

充
実
、
ご
み
処
理
な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

他
に
も
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
経

過
報
告
と
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き

す
る
た
め
に
、
市
政
懇
談
会
を
昨
年
の
一
○
月

一
八
日
か
ら
一
二
月
二
六
日
ま
で
の
間
、
二
七

回
に
わ
た
っ
て
各
地
域
で
開
い
て
き
ま
し
た
。

出
席
者
が
多
く
て
も
少
な
く
て
も
淡
々
と
話
し

合
い
、
そ
の
輪
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
方
々
に
は
、
熱
心
に
討

一一一塁唱厘＝＝■
ー司蒔一一

錘亙透
啓一q匂で－－､争乱一¥一声－－－段 薮緬備了亨＝

－－

守
必
守
必

鍵
鋳

麺B
ｰ ＝
i喚轄

、…

: 金 融､ 金 , 響 鍔

曾鋳謹湾罰毎曾銀苧些 ・ ､ 藏 翁電-蕊△角

論
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
の
ふ
る

さ
と
”
た
か
は
ぎ
“
の
将
来
に
つ
い
て
、
大
変

心
配
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
参
り
ま
し

た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
膝
を
交
え
て
、
高
萩

市
全
体
の
課
題
を
話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
、
生
の
声
を
伺
え
る
機
会
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
た
喜
び
と
同
時
に
、
市
政
の
舵
取
り

い
わ
ゆ
る
進
路
の
方
向
を
決
断
す
る
知
恵
と
勇

気
こ
そ
が
リ
ー
ダ
ー
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
市
民
の
み

な
さ
ん
と
話
し
合
え
る
機
会
を
大
切
に
し
、

「
対
話
の
市
政
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
政
を
担
っ
て
か
ら
一
○
か
月
が
過
ぎ
、
新

し
い
年
を
迎
え
た
今
，
心
を
引
き
締
め
、
事
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は

引
き
続
き
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

識
厩
‐
“
聡
繁
鰐
蝿
癖
鰄
撒
騨
繕
騨
詑
瞬
聯
鍜
惣
翰
炉

東小学校5年生の

｢とびだせキッズ?ヘルパー｣のみなさん

(削りI左”武田勇鬘さん(高畑) 、小泉
なな

奈汝さん侑明町) 、菅谷玲衣さん(高戸) 、

(櫛I左から)白石采加さん侑明町)、橋本

純一さん(高畑) 、浅川和樹さん(有畑）
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鈴
木
か
お
り
さ
ん
（
東
本
町
）

昭
和
弘
年
９
月
２
日
生

寿
々
本
勤
務

品

Ｌ

》

“

ｗ

‐

‐

＃

１

１

…

…

…

；

…

；

、

尋

『一『母翻学割引‐‐‐‐‐‐岨

躍
甥
電

峰Ｊ一段》、

“
鐸
些
蝋
零
一
一
弓
、
探

》

半

譲

謡
■

品
鈴
準
一

篤織篤織

鱸鱸

鑑
騨唖

鐘

仕
事
は
、
マ
シ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を

し
て
い
ま
す
。
専
門
的
な
知
識
や
熟
練
し

た
技
術
を
必
要
と
す
る
職
種
で
、
毎
日
が

勉
強
の
連
続
で
す
．
そ
ん
な
緊
張
し
た
仕

事
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
、
趣
味
の
投
げ
釣

り
で
す
。
昨
年
、
三
歳
に
な
る
息
子
と
初
め

て
い
っ
し
ょ
に
釣
り
に
い
き
ま
し
た
が
、

楽
し
さ
が
少
し
分
か
っ
て
き
た
よ
う
で
、

今
年
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
来
月
末
に
は

二
番
目
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
で

す
℃
仕
事
で
も
家
庭
で
も
新
た
な
気
持
ち

で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

宋
目
蕾
目
の
子
ど
毛
が
生
ま
れ
ま
式

和田一美さん（島名）
昭和42年4月13日生

日本ケミコン㈱勤務 畑
家
業
の
飲
食
店
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
接
客
の

両
仕
事
な
の
ご
お
宮
さ
ん
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

恥
い
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
大
人
の
方
な

脆
の
で
な
か
な
か
話
題
に
つ
い
て
い
け
な
い
時
が

軒
詰
あ
り
ま
す
。
今
迂
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強

Ⅸ
し
て
知
識
を
広
め
、
お
宮
さ
ん
と
楽
し
く
話
せ
る

蝋
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
新
年

，
几
会
で
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
休
み
の
日
に
は
他
の

蕊
お
店
に
行
っ
て
そ
の
様
子
を
見
た
り
、
好
き
な
ス

軸
の
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

｢－－－
この年吟高萩市の出来事

昭和18年吟8月15日～18日：高萩町

特別防空計| |練を実施。

昭和30年今5月3日～5日：前年の市

制施行を記念する祝賀式典を開催。

昭和42年吟3月18日 ：高萩家畜市場

で最後の馬市を開催。

8月：高萩炭砿㈱の高萩鉱が閉山。

昭和54年E,1 1月24日・25B:第1

回産業祭を開催。

平成3年今1 1月23日：花舅渓谷に汐

見滝槁(吊り橋)が完成。

沼
田
悟
さ
ん
（
秋
山
）

昭
和
卯
年
堰
月
幅
日
生

中
村
自
工
深
川
製
作
所
勤
務

ー

仕事で|ま､ 1年1年淵帥年です伯。

，
こ
の
会
社
に
入
っ
て
二
五
年
目
を
迎
え
ま
す
．

現
在
は
責
任
あ
る
役
職
を
与
え
ら
れ
、
や
り
が
い

と
使
命
感
を
持
っ
て
仕
事
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
が
不
景
気
な
中
に
あ
り
ま
す
が
、
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
こ
の
難
局
を
乗
り

切
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
．
そ
の
よ
う
な

意
味
で
は
、
今
年
に
限
ら
ず
仕
事
で
は
、
｜
年
一

年
が
勝
負
の
年
で
す
。
家
で
は
、
高
校
生
の
子
ど

も
が
合
年
卒
業
し
ま
す
の
で
、
一
つ
の
区
切
り
と

な
る
年
を
迎
え
ま
す
。

菊
池
榮
さ
ん
（
石
滝
）

昭
和
旧
年
５
月
粋
日
生

菊
池
工
務
店
勤
務

、鴬

未(羊)年生まれの性格は？

「群羊を駆りて猛虎を攻む」 （力

の弱い者も集まれば強力になる意) 、

｢羊に虎の皮を着せたよう」 （弱いも

のが強がる意）など、ことわざに現

れる羊は弱いもの代名詞となってい

ます｡しかし、十二支の性格判断で

は対立することを嫌う穏やかな羊の

性格を映して、柔順で温和、人情に

厚く、人に親切な性格とともにそ

の内面には意外な強情さを秘めてい

ると言われています。

鮎

虫
き

r《
ー

｡／〆

い聯了:H旭
仕事棚砿ま憶瀧Z肋らです。

続す事は力二一にん
く °は最ラ年五思で丈
限でもⅢ高オ前年ういう
りもうでケか前存まオ

オラカ

ケ
望
み
会
に
入
っ
て
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
い
っ
し
ょ

に
思
う
存
分
歌
え
る
の
が
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、

’
五
年
前
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
ス
キ
ー
に
加
え
、

二
年
前
か
ら
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
始
め
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
も
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
も
ス
ト
レ
ス
発
散
に

は
最
高
で
す
。
今
年
六
○
歳
を
迎
え
ま
す
が
、
仕

事
は
も
う
少
し
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
カ
ラ
オ
ケ
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
体
が

続
く
限
り
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

ノ

同
校
の
五
年
生
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
お
年
寄
り
と
の
交
流
を
行
な
う
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

武
田
勇
責
さ
ん
（
平
成
３
年
捌
月
料
日
生
）

野
球
の
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
、
将
来
は

大
リ
ー
グ
の
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

小
泉
奈
汝
さ
ん
（
平
成
３
年
８
月
”
日
生
）

６
年
生
に
な
っ
た
ら
み
ん
な
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
。
将
来
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
を
し
た
い
で
す
ね
。

菅
谷
玲
衣
さ
ん
（
平
成
４
年
２
月
型
日
生
）

今
年
は
た
く
さ
ん
本
を
読
も
う
と
思
っ

て
い
ま
す
．
将
来
は
画
家
に
な
り
た
い
で
或

白
石
采
加
さ
ん
（
平
成
３
年
扣
月
９
日
生
）

将
来
は
花
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
の
で
、

今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
花
の
こ
と
を
調
べ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
純
一
さ
ん
（
平
成
３
年
６
月
お
日
生
）

、
今
年
も
野
球
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
．

浅
川
和
樹
さ
ん
（
平
成
４
年
２
月
７
日
生
）

リ
サ
イ
ク
ル
で
何
か
を
作
っ
て
み
た
い

で
す
。
将
来
は
植
木
の
仕
事
を
し
た
い
で
式
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合併は、地域の将来や住民生活に大きな影響を及ぼす重大事項で

す。このため関係市町村の間で十分に議論するとともに、地域全体

の理解と協力のもとに進めることが非常に重要です。具体的な取り

組みは、合併に関する様々な事項について専門的に協議・検討する

ための合併協議会（法定協議会）を設置して進めることになります。

、

ン

リ
合
併
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か

【市町村合併までの大きな流れ】 １
．
『
■
■
■
■
■
■
画
■
■
■
■
■
■
ｑ
ｑ

画
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
ｒ
ｑ
Ｄ
ｒ
■
二

町

１

誤

ｐ

ｌ

ｌ

■

大きな流れは以下のとおりですが、合併協議会の設置から合併実現までの

期間は、おおむね22か月が目安といわれています。

１
Ｊ
１
１ 鱗

|②合併の申請･決定i①合併協議会(決定協議会)の設置
二
■ﾛ■

野

bローロローーー卓一一一一一一一＝＝一画ローーーロー ロ■劇
B－．＝画一一一一＝一．一一一ヨーーーローー画画一一一一一一・一 ・一一一草一一一＝画ローーーーーョ

'一一-一一22か月(目安)-一---一一湯

③‐

【①合併協議会(法定協議会)の設置】

合併協議会は法律に基づいて設置されるもので、関係市町村の議員、市町村長、学識

経験を有する人などで構成されます。合併するかどうかを含め、合併に関するあらゆる

事項について協議します。協議事項は約60項目にのぼりますが、特に合併後の新しいま

ちづくりの基本方針や根幹となる事業などについては「市町村建設計画」の中で検討さ

れます。

<協議する中での重点項目〉①合併の時期②合併方式③新しい市町村の名称④庁
舎の位置。

(蕊雷謹）

遼患

合併には二つの方法があります

編
入
合
併

罰
削
凸
顎

新
設
合
併
一

例)A市とB町が合

併し､新たにC市を

作ります。 この場

合、A市B町とも法

人格は消滅します。

-ここユー ～~－－＝
ー

’
C市

１
１ 消滅する合併市町村A市とB町の長は失職します

新たに設置選挙を実施します。 （定数特例や在任特例が
あります）|議会の議員
消滅する合併関係市町村(A市とB町)の特別職の職員は

全員失職します。 (新たに選任します)。

消滅する合併関係市町村(A市とB町)の条例･規則は全
て失効します｡ (新たに制定します)｡

4

~:､撞蕊蕪f

定義 〆"rJ蕊
込燕夢 . …ず講演錆f、

合併市町村の名称Ⅳ;弱
審 雪， ．~..、認

事務所の位置

新たに制定しま ボブC

新たに制定します。

市町村の長

新設合併

2つ以上の市'11].村の区域の全部もしくは－部をもって

市町村を置くことで市町村の数の減少を伴うものです。

編人合併

市町村の区域の全部もしくは一部を他の市町村に編入
することで市町村の数の減少を伴うものです。

編入する市町村(A市)の名称とすることが多いが新た
二制定することもできます。

通
す
常は編入する市町村(A市)の事務所の位置となりま

|蛎訓’職照縦零婦人…，消“

特別職の職員 :灘
導

条例･規則 ”
編入する市町村(A市)の条例･規則を適用します。(合併
に伴い必要な改正を行います)。



陰彰･入賞おめでとうございます!】 【②合併の申請・決定】

合併協議会で協議が整った場合は、その事項について関係市町

村の間で合併協定が結ばれ、その後に合併申請の手続きが行われ

ます。なお、合併協定では、合併協議が整った事項を明らかにす

るとともに、新市町村に引き継ぐ、ために協定害が作成されるのが

通例となっています。

､関係宙町村ご苣悌協定書の調印__j 合併申請とは別に関係
一一一_______ｻｰｰｰｰｰｰ---------‘ 市町村の議会の議決が
関係市町村の議会の議決
（合併車請及び特例事項について） ｜ 必要な特例事項

ご~垂髭癌ご~]黙:鮴定職”
二県議会・毒迩謹蔭砿定．卿謹製磯の
----------サ---------------‘ 定数および任期の取
…---総務大臣公の届出及び告示_____j 扱い
－－－－＝菫ヱーェ------, ④地域審議会の設置

新市町村の誕生

【住民発議】

地域住民の声により市町村合併を促進するための制度として、

住民発議制度があります。これは、有権者の50分の1以上の連署

があれば、市町村長に対して合併協議会を設置するための請求を

行える制度です。住民発議が行われると、関係市町村のあいだで

協議を行い、 さらに関係市町村の議会の議決を経た上で、合併協

議会が設置されることになります。

[厘昆蔓蔑j蝋蝉こ輪若噸瀞篭蕊

且 ，…
|篁繍諏騨蝋繊蕊鰕

とが必要です。

瘻鱒崎謹職『識烈雛
とが必要です。なお、請求代表者が属する

|~すべての議会で~ 1市町村の議会で否決された場合は住民投票
|可決した場合 1制度もあります（下図参照)。

賜誕麓轆窪薮溌麗遜毒蕊
一…雲・ 昭和50年12月

, たことが評価さ

棚谷寛さん(秋山） れての受賞で丈
昭和62年12月からは高萩市選挙管理委員会

の委員長に就任し、数々の選挙に対処し尽

力されています。

[喜びの声］

突然の受賞で正直おどろいています。多

くの選挙管理委員や職員の方々のお世話に

なりました。 12月の県議会議員選挙も無事

遂行できて、みなさんに感謝しています。

ー

"平成14年防犯ｽﾛｰがﾝ入賞者(敬称略）

口最優秀賞大川愛生（秋山中3年）

誘われて 「絶対ヤダ」 と言う勇気

口優秀賞下山田詩織（松岡小4年）

たしかめてしめたつもりのドアロック

仲田陽子（秋山中1年）

万引きも立派な犯罪やっちゃダメ

ロ佳作達聖(東小6年)、小林櫻子(秋山中

2年) 、鈴木|場子(秋山中3年)、石ll嶋純子

（秋山中3年)。

応募総数323件(小学校47件、中学校276件）

ア マ テ ラ ス

AMATERAS展(写真展)に

,熱 小野勇次さん(赤浜)が入選

このAMATERAS展は、太陽・月・

空・海・大地をテーマにしている写真展

で、小野さんは連続5回目の入選で奨励賞

を受賞。今回は、 「海の景色小貝浜」 「豊漁

の港（写真下)」 「晩秋の彩り」の3点が入

選しました。

ー

一

請求代表書が属する市町村のA市議会では否決きれB市議会では可決された場合

壹皇土
ロー~

』

ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ

A市長による住民投票に付する旨の請求(10日以内)､または請求がなさ

れなかった場合A市住民から有権者の1/6以上の署名で直接請求、により

A市で住民投票の実施
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I I

l Ⅱ
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I ,

｜ 過半数の賛成があった場合､議決に代わる効果
’ ｜
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、

荷揚げ中にこぼれ落ちた鰯を狙って群れ飛

ぶ烏と漁港（大津港）の風景。 合併協議会の設置(ここから22か月で合併実現が目安）
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